
全員で 進もう！ 

４年生「図書館の達人になろう！」 
  前回に引き続き、図書館での授業の様子を共有いたします。今回は、４年生の「図書館

の達人になろう！」の様子です！ 
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確かな学び通信 

20２6．4．2２ 

【授業の流れ】 

１．図書館での本の探し方を出し合う。 

（経験を語る） 

↓ 

２．お題が何かを本を使って調べる。 

（どの棚に関連しているか予想） 

↓ 

３．調べた結果を班ごとに確認する。 

  （どんな本を使って探したか共有） 

↓ 

４．名前だけでは何か分からない場合、百科

事典を頼りにすると便利だということを確

認する。 

  知りたい情報を得るために、どんな本を探し

たらいいのか、体験を通して考えていく活動に

しました。子どもたちが「なんか知ってそうで知

らない」ようなお題を設定し、情報を得る難し

さを感じてもらいました。それぞれのお題がど

の棚と関連しているのか予想をたてながら探

す姿を想定しました。 

  また、探すのに行き詰ったところで、百科事

典の存在を共有しました。そこから、百科事典

→お題に関連する本へとつなげていくよう促し

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  知識や情報を得る方法はさまざまです。知りたい情報を自分がど

れだけ知っているかで探し方が変わることを体験してもらいました。４

年生の授業づくりでは、「やりたい気持ち」と「困り感」が子どもたち

から出てくるように考えました。 

  まずは、「知りたい」「探してみたい」がうまれる活動の設定です。

「なんか知ってそう！」と思い意欲的に調べられるようにお題を設定し

ました。友だちと協力し、図鑑や国語辞典を使って調べていました。 

  次に、予想して図鑑などで調べるには限界があり、何で調べたらい

いか分からないという「困り感」をうむことです。この困り感が出てくる

からこそ、百科事典のよさをより感じることができると考えました。「や

っと見つかった～！」「魚じゃなくて鳥やったんや！」「ポプラディアすげ

～！」といった声がたくさん聞こえてきました。 

  子どもたちの思考の流れを想定して授業づくりする大切さを改めて

感じることができました！！！ 


